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神奈川県の文献目録一地学関係（1976～1977)

地学文献目録作成グループ

Bibliography on the Geosciences of Kanagawa Prefecture (1976～1977) 

Compilatory Group of Geoscience Bibliography 

まえがき 講演要旨集，（5): 26. 

本日銀は神奈川県地域と｜明j媛地域の地学関係（天文， 新井房夫 ・町田 洋 ・杉原重夫 1977 南関東におけ

気象を除く〉の文献のうち， 1976・77年に出版 ・報告 る後期更新世の示標テフ ラ層特性記載と

されたものを集めたものである。すでに県内の地学関 それに関連する諸問題一．第四紀研究， 16

係文献目録としては，神奈川地学会編（1969〕「神奈 (1) : 19 40. 

川県地質文献目録 （1884～1968〕」，南関東新生代〔第 荒牧重雄 ・葉室和親 1977 東伊豆単成火山群の地質

四紀〉研究グノレープ（1976,1977）「南関東第凶紀に ー1975～1977中伊豆の異常地殻活動に関連

関する文献目録集（1881～1976）」などが出版されて してー震研梨報，52(3-4): 235-278, figs. 

L、る。本目録の集録年数はわずか2ヶ年のみではある 16 32. 

が，t記の目録集とあわせて活用されるとともに，将 厚木市教育研究所 1977 厚木の地形 ・地質．厚木市

来により充実した文献目録集が作成されるための一助 教育研究所研究紀要，〔29): 106ρ． 

となることを期待する。 厚木市史編さん室 1977 厚木の地理 ：16-63.

本目録では，次のような分類を試みた。 千鳥和彦 1976 MS  箱根火山北東斜面における斜

A.第四紀 B.新第三紀 C 先新第三紀 面固定期について．法政大文学部地理学教

D.海洋地質 E. 古生物 F. 岩石 ・鉱物

G.地震 H. 士山下水 ・温泉 I . その他

文献の配列は，それそ6れの項目内で著者アノレフアベッ

ト順とした。

なお，文献の集録にあたっては公表 ・未公表を問わ

ず，できるだけ広範囲に作業を進めたつもりではある

が，今回は漏れた文献もあると思われる。将来より充

実したものにするためにも，お気づきの点などとあわ

せて，多くの方々に御教示 ・御協力していただければ

幸いである。世話人 ：平田大二

A.第 四 紀

AoKI, N. and BABA, K. 1977 Remarks on the 

lower Pleistocene ”Naganuma unconfor 
mity”in the Boso Peninsula, central 

Japan. Ann. Rep. Inst. Geosci. Univ. 

Tsukuba, (3) : 11-15. 

新井｜ニ房夫 ・｜町田 洋 1976 九州から東北地方までを

おおう広域テフラ（姶良Tn火山灰〉の発

見と岩石記載的特性について． 第四紀学会

室卒論

堂本博滋 1976 MS  丹沢山塊における地形．駒沢

大文学部地理学教室卒論．

遠藤邦彦 1977 沖積世の古土壌と層序．第四紀学会

講演要旨集，（6): 16. 

遠藤邦彦 ・岡重文 ・上杉陽 1976 相模積成盆地

の第四系ーボーリ ングコアを中心にしてー

第四紀学会講演要旨集，（5〕：8.

遠藤邦彦 ・関本勝久 1977 神奈川県西南部完新世下

原層の層序と古地理について．地理学会予

稿集，〔13): 214-215. 

江J反灼15簡 1977 縄文時代の自然環境地理， 22〔2〕

: 9 18. 

藤井陽一郎 1977 1930年および1976年前後の伊豆東

方線の活動地震2'30( 4) : 389-400. 

藤井［場）郎・中根勝見 1977 伊豆半島北東部の地殻

水平歪の推移測地学会誌，23: 239-253. 

藤田和夫 ・太田陽子 1976 第四紀地殻変動． 日本の

第四紀研究 ：127152.東京大出版会．

府川宗雄 1976 大磯丘陵西部地域団体研究－1975年

.39 



度の成果について一関東の四紀，（3): 2 

-8. 

羽鳥謙三 ・多摩サブ団研グノレープ 1977 多摩丘陵生

回付近の礁を中心とする問題について（中

間報告〕．関東の四紀，（4): 53 56. 

袴田和夫 1976 仙石原湿原のおいたち．箱根の文化

財， （11): 2-9.箱根町

袴田和夫 1976 箱根火山の地学ガイド 箱根の文化

財， （11〕： 1027.箱根町

菜室和親 1976 大室山火山群の地質（演旨）．火山，

21 (2〕：133.

策室和親 1976 大室山火山群の地質．地質学会第83

年講演要旨： 225.

葉室和親 1977 伊豆半烏大室山天城側火山群地久保

中央火口丘l傘下スコリ ア，カワゴ平火砕流

の14c年代． 火山＇ 22(4) : 277 278. 

葉室和親 ・荒牧重雄 1977 天城側火山群の地質（演

旨〉．火山， 22〔2): 92. 

原田昌一 1976 東京軽石層の分布と椛積段式につい

て．関東の四紀，（3〕.51-55. 

原田昌一 1976 MS 東京軽石層の分布と堆積.i去

政大文学部地理学教室卒論．

原田昌一 1977 東京軽石層の層序および含有鉱物 ・

岩石含有鉱物 ・岩片の粒度組成について

一．法政大学地理学集報，〔6): 64-77. 

春川光男 ・機 望 ・上杉陽 ・森慎一 ・長崎正

1977 いわゆる二宮層の区分と対比につい

て（第二報〉 二宮町南西部を中心として

．関東の四紀，（4〕：1832. 

HILDE, T. W. C., UYEDA, S. and KROENKE, L. 1977 

Evolution of the western Paci五cand its 

margin. Tectonophysics, 38 : 145-165. 

広岡公夫 ・酒井由美子 ・機山卓雄 1976 関東ローム

の古地磁気．地質学会第83年講演要旨：95.

堀内茂木 1977 プレー トの絶対運動と深発地震面の

形状伊豆 ・小笠原マ リアナ弧 地震2,

30(4〕：435447. 

星野一男 ・長谷紘和 1977 神縄断層を切る南北性断

層について．地質雑，83(1〕：62-64.

池田安隆 1976 大磯丘陵の断層モデノレ．関東の凶紀

(3〕：18-27.

壱岐邦彦 1977 MS 丹沢山地東部の構造地形．明

治大文学部地現学教室卒論．

石川重幸 1976 MS 三浦半島の沖積層 特に王子作

40 

川について ．駒沢大文学部地理学教室卒

論．

磯 望 ・春川光男・森慎一 ・長崎 lE・上杉 ［湯

1976 大磯丘陵東部の第四系〔その1）一一

大磯町西部を中心として ．関東の四紀，

(3〕：9-17.

井関弘太郎 1976 完新世の海面変動． 日本の第四紀

研究 ：8997. 東京大出版会．

泉浩二 ・木越邦彦 ・よ杉陽 ・遠藤邦彦 ・原田昌一

・小島泰江 ・菊原和子 1977 富士山東箆

の沖積世ローム層第四紀学会講演要旨

集，〔6〕：15.

泉浩二 ・木越邦彦 ・上杉陽 ・遠藤邦彦 ・原田昌一

・小島泰江 ・菊原和子 1977 富士山東麓

の沖積世ローム層．第四紀研究， 16(2) : 

87-90. 

貝塚爽平 ・成瀬洋 1976 古地理の変遷 日本の第

四紀研究： 333-351.東京大出版会

貝塚爽平 ・成瀬洋 ・松田磐余 1977 東京湾とその

周辺の沖積層および沖積層下の埋没地形．

第四紀学会講演要旨集，〔6): 8. 

KAIZUKA, S., N ARUSE, Y. and M ATSUDA, I. 1977 

Recent formation and their basal topo-

graphy in and around Tokyo Bay, cent 

ral Japan. Quaγteγ托aryReserch, 8 . 32 

50. 

金子史郎 1977 断層地形のフィーノレドワークー丹那

断層ー （写真〉．地理， 22(7〕：19. 

金子史郎 1977 丹那断層ノート． 地理，22(7): 104 

-107. 

WI江康光 1976 三浦半島のおいたち．横須賀市博教

育資料シ リーズ，（7). 1 10. 

蟹江康光 ・新井重三 ・長沼幸男 ・大越 章 ・長田敏明

・高橋輝雄 1977 三浦半島東部， 横須賀

付近の第四系地質雑， 83(3〕：157-168.

蟹江康光・ 石川重幸 1976 三浦半島，平作川の沖積

層．横須賀市博研報〔自然科学〉， (23) : 

45-59. 
かんお

神尾明正 1976 台地上沖積層の断面にみられる南関

東の先史歴史時代について．地質学会第83

年講演要旨： 97.

関東新生代構造研究グループ 1977 関東地方の新生

代末期における構造運動の特徴 地団研専

報，（20): 241-256. 



紺野義夫 1976 ”Japan”から 10年一新第三紀 ・第四

紀の構造発達史の進歩．士山団側第30回総会

シンポジウム「日本列j詰梢造発達史」資料

集 ：182-183.

勝井I＇義刻11977 テフロクロノロジーと火山 日本の

第四紀研究： 69-88. 東京大出版会．

KIKUCHI, T. 1977 Pleistocene sea level changes and 

tectonic movements in the Boso Peninsu 

la, central Japan. Geogr. Reρ. Tokyo Me-

foPol. Univ., (12) : 77-104. 

菊地隆男 ・関東第四紀研究会 1977 大磯丘陵曽我山

東郁子コ第四系 大機丘陵西部団間197611三度

の成果一関東の凹紀，〔4): 2-17. 

菊地隆男 ・関東第四紀研究会 1977 大磯丘陵四郎の

第四系 第四紀学会講演要旨集，（6): 6. 

小玉喜三郎 1976 関東地方の新生代末期の梢造運

ill!J.士山田研第30回総会シンポジウム 「日木

列島鱗造発達史」資料集 ：207-220.

小玉喜三郎 ・佐島 茂 ・岡 重文 ・鈴木尉元 ・三梨

:f~ ・ 伊東修二 ・ 鈴木幹夫 ・ 小林一典 1977 

関東平野における下末吉取積面のブロック

変形地質学会第例年前演要旨 ：291.

小玉喜三郎 ・三梨昂 ・鈴木尉元 ・園田紘史 1976 

コンビューターで断層や摺曲をつくる有

限要素法による地質構造モテソレ実験の 2,

3例．士山質ニュース，（265): 12 19. 

小玉喜三郊 ・岡 重文 ・桂島 j克・鈴木尉元 ・三梨

昂 ・伊藤修二 ・鈴木幹男 ・小林一典 1977 

関東平野中央部における第四紀後期の地殻

変動（演旨〉 地調月報， 28(10〕：71-72.

倉沢一 1976 第1211紀火山からみたフォッサ ・マグ

ナ．士山質学会第83年講演要旨：910. 

倉沢 一 1976 第四紀火山からみたフォッサ ・マグ

ナ．海洋科学， 8(8): 14-19. 

桑原正明 1977 MS  箱根火山岩類と南関東降下火

1作物中の石質岩片との関連における岩石学

的研究．日大文理学部応用地学科卒論

MAcHID－~， H. 1976 Stratigraphy and chronology 

of late Quarternary marker tephras in 

Japan. Georgr. ReJう. Tokyo MefroPol. 

Univ., (11): 109-132. 

町田 洋 1977 テフロクロノロジー．日本の第四紀

研究 ：5968.東京大出版会

II汀田 洋 1977 火山灰は諮る. 324戸．蒼4封書房．

町田 洋 ・新井房夫 1976 姶良 Tn火山灰にまつわ

る諸問題． 第四紀学会講演要旨集， (5) : 

27. 

11汀岡 戸（； ・新井房夫 1976 広域に分布する火山灰ー

姶良Tn火 山灰の発見とその意義．科

学，46(6) : 339-347. 

町田 洋 ・新井房夫 1977 日本の広域テフラについ

て 地土虫学会予稿集， （12): 72 73. 

llff田 洋 ・袴田和夫 1977 テフロクロノロジーから

みた箱根火山の発達史（演旨〉．火山， 22

〔2〕：92.

｜町田 洋 ・松島義主主 1976 下末吉海進初期の古環境

に関する若干の資料．第四紀研究，15〔3)

: 136-140. 

Ill了間 洋 ・松島義章 1977 富士山東麓の地形 ・地質

と神縄断層（巡検案内〕 地理学会予稿集，

(12) : 294-298. 

正問栄治 1977 多摩区怖生付近の地質と貝化石につ

いて．川崎市文化財調査集録，（13): 17 

32. 

松田｜専寺 ・羽田野誠一 ・星主主由尚 1977 関東平野と

その周辺の活断層と主要な構造性線状地形

について．地学雑，86(2〕：92-102.

松田｜時彦 1977 プレー ト・テク トニクスからみた新

第三紀 ・第四紀の変動地図研専報，（20〕

213-225. 

松田I時彦 1977 伊豆半島天城山周辺地域の活断層調

査．震研来報， 52(34) : 223-224. 

松田Hも彦 ・太田陽子 ・岡田篤正 ・清水文健 ・東郷正美

1977 空中写真によ る活動層の認定と実

例．震研袋報， 52(3-4): 461-496. 

松島義Ii'' 1976 三浦半島の南下浦断層の新露頭．地

質雑，82(3): 211-214. 

松島義卒 1976 犬磯正｜凌の沖積層について 地質学

会第83年講演要旨 ：94.

松島義章 1976 三浦半島南部の沖積層．神奈川県博

liJf報（自然科学）' (9) : 87-162. 

松島義章 1977 三浦半島とその周辺域における縄文

海進期以後の地殻変動地質学会第84年講

演要旨： 290.

松島義挙 1977 三浦半島の野比層から産出した貝殻

のt4C年代．神奈川県博研報（自然科学），

(10〕：31-36.

松浦正郎 ・大場達之 1976 仙石原混原において発掘

41 



された植物遺体について．箱根町文化財研 岡 重文・桂島 茂・宇野沢昭 1977相模川中・下流域

究紀要，（7〕： 914. の士山形区分と段丘変形ーボーリング資料に

南関東新生代〔第四紀〉研究グノレープ 1976 『南関 もとづいて一．関東の四紀，（4〕：33-43.

東第四紀に関する文献目録集（その 1）一 間 童文 ・島津光夫 ・字野沢昭 ・桂島茂 ・垣見俊弘

「南関東全域」・「上総」・「下総」・「武蔵野」 1977 5万分のl地質図幅 「藤沢」および

・「多摩 ・横浜J編 』．関東の四紀，（3〕： 同説明書 地質調査所

56 73. 奥村 清 ・見上敬三 1976 相模川低地の沖積層に合

南関東新生代（第四紀〕研究グノレープ 1977 『南関 まれる埋没腐植土等14Cの年代．第四紀研

東第四紀に関する文献目録集（その2) 究，15(3): 133-135. 

「東京湾」・「三浦半島」 ・「相模野 ・相模湾」 奥村 清・見上敬三 1976 相模川下流域に発達する

・「大磯丘陵」・「箱根 ・足柄」編 』．関東 沖積層のl{t積年代に関する若干の考察神

の四紀，（4〕： 63-71. 奈川地学，神田茂先生追悼記念号 ：5357. 

三梨 昂 ・ほ治＇22名 1976 特殊地質図20，東京湾と 奥村清・吉田晴彦 ・）J日藤邦宣 1977 三浦半島宮田

その周辺地域の地質， 10万分の 1. 地質調 台地の第四系．地学雑，86(5〕： 305318. 

査所． 大木靖｛荷 ・袴旧和夫 1976 箱根仙石原湿原の神代杉

満岡 孝・米沢宏 ・横浜サブ団研クツレープ 1977 調査．箱働TIJ文化財研究紀要，（7): 1-8. 

横浜付近の第四系〔その1〕 田谷JIJ付近 大村 監 ・寿円背吾 ・沢田裕之 ・寺田稔 ・白井大吉

の長沼層， 界風ケ浦層ー．関東の四紀，〔4〕 1977 三浦半島（巡検案内〕．地理学会予

: 44-52. 稿集，（12): 299-317. 

茂木清夫 1977 伊豆 ・東海地域の最近の士山殻活動の 太田陽子 ・成瀬 洋 1977 日本の海成段丘環太平

一解釈震研集報，52(34) : 315 331. 洋地域の海面変化地殻変動の中での位置づ

森慎一・長崎 正 ・上杉陽・春川光男・磯 望 け 科学， 47〔5): 281-292. 
おぞね

1977 大磯E陵東南部の第四系．神奈川士山 小曽恨利一 1977 MS  相模川下流域の地形回駒沢

学， 6〔4〕：3850. 大文学部地理学教室修論．

森慎一・長崎正 ・上杉陽 ・春川光男 ・磯 望 関口辰夫 1976MS  丹沢山地東縁部の宮ケ瀬 ・煤

1977 いわゆる二宮層の細分について一大 ヶ谷付近の断層士山形について．明治大文学

磯町を中心lこー 第四紀学会講演要旨集， 部地理学教室卒論．

〔6): 7. 瀬戸賢二 1976 箱根仙石原見本圏内における花粉分

成瀬洋 1976 更新世の海面変動日本の第四紀研 析箱根町文化財研究紀要，（7〕： 1521. 

究 ：99107.東京大出版会． 嶋悦三 ・初［I沢馬住 ・工藤一喜 ・吉井敏魁 ・一ノ瀬洋

長崎正・星野良久子 1976 大磯丘陵東部の吉沢面 一郎・瀬尾和大 ・｜上｜崎謙介 ・大保直人 ・山

について．法政大学地理学集報，（5): 70ー 本書俊 ・小口雄康 ・長能正武 1976 東京

75. の基盤構造，第1回，第2回夢の島爆破実

長崎正・上杉陽 ・春川光男 ・磯 望 ・森慎一 験による地下深部探査震研業報， 51〔l〕

1977 いわゆる二宮層の区分と対比につい : 1-11. 

て．地質学会第84年講演要旨 ：292. 嶋 悦三 ・柳沢馬住 ・工藤一喜 ・瀬尾和大 ・山崎謙介

西山正徳 1977 MS  大磯丘陵北東部の第四紀地質． 1976 東京の基盤構造その2，第3回夢の

日大文理学部応用地学科卒論． 島吉川町爆破実験による地下深部探査．震

小月号滋郎 ・荻野喜作 1977 仙石原湿原環境調査報告 研終報，51(2〕： 45-61.

書，地質調査の郎．神奈川温地研報告， 8 篠田育造 1977 MS  横浜市南部の地質 横浜田大

〔3〕：95 104. 教育学部地学教室卒論．

小川勇二郎 1976 基盤の変位によって生じたノレーズ 鈴木尉元 ・小玉喜三郎・丸田美幸 1976 三浦半島の

な被覆層中の派生断層の実例．地質雑， 82 水準点変動と地質織造との関連性．地調月

〔1): 73-75. 報，27〔1): 37-49. 
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多田尭 1976 関東平野の地下構造について地震

2' 29〔1) 47 53. 

多田 尭 1976 1974年伊豆半島沖地震の測地学的断

層モデノレ 地震 2,29(2) : 117 126. 

多国 尭 1977 熱海ー沼津構造線の提唱．地震 2,

30(3) : 374-377. 

高木信行 1977 多摩川に沿う河成段丘の形成機』~Ii .

地理学会予稿集， （12〕：48-49. 

高木信行 1977 富士山東麓の地形 ・地質と神純断層

(1977年度日本地理学会巡検記事〉 地理評

50(7〕：446447. 

高橋 ｜専・垣見俊弘 1977 伊豆半島東部の異常地殻

活動．地質ニュース，（270): I 15. 

高梨雅史 1977 MS  三浦半島下山川 及び平作川流

域の地形．駒沢大文学部地理学教室卒論

徳田光治 1976 上野原盆地の段丘について．第四紀

学会講演要旨集，（5): JO. 

東京都防災会議 1976 東京直下地震に関する調査制

究（その4〕ー活断層および地震活動状況

に関する考察 • 329ρ．東京都

上杉 l場 1976 大磯E段のテフラ．関東の四紀，

〔3〕：2838. 

上杉陽 ・遠藤邦彦 ・岡重文 ・菊地隆男 ・羽鳥謙三

・府川宗雄 1977 関東地方の第四紀構造

余地の形成過程に関する一考察．地質学論

集，(14): 133 149. 

梅本 誠 1974MS  鶴見川低地のj中積層．駒沢大

文学部地理学教室卒論．

海津正倫 1977 メッシュマッ プを用いた多摩川下流

域の古地理の復元地理評，50〔10〕：596-

606. 

字野沢昭 1976 多摩丘陵西方に分布する更新世中期

の河成磯層．第四紀学会講演要旨集，〔5)

: 9. 

焼浦武久 1976 箱根火山北東麓の地質．関東の凹紀

吉田晴彦 ・加藤邦宣 1976三浦半島中南部の第四系．

神奈川県教育センター長期研修員研究集録

(11) : 31-40. 

B.新第三紀

阿部信行 1977 MS  三浦半島南部の層序と構造地

質．日大文2虫学部応用地学科卒論．

厚木市教育研究所 1977 厚木の地形地質． （第四紀

参！被〉

HILDi', T.羽r.C., Uvr;oA, S. and KRo三"IK[',L. 1977 

Evolution of the W巴stern Paci-fie and 

its margin. （第四紀参照）

藤田至則 1976 関東地方における島弧変動．地質学

会第83年前演要旨 ：153.

旋回至則 1976 フォッサ ・マグナにおける地殻変動

の特性．海洋科学，8(8): 42-44. 

藤田至則 1976 対話「続 ・フォッサ ・マグナ」．海洋

科学，8(9): 7-19. 

グリーンタフ造山末期団研迎合 1977 グリーンタフ

造111末期の構造運動 特にフォ ッサ ・マグ

ナ地j戒を中心として． 地図~）fl専報，〔20) : 

193 211. 

日笠 明 1977 MS  三浦半島南西部の地質と 重力

異常．日大文国学部応用地学科卒論．

本間岳史 1976 丹沢山地北縁の地質構造．地質学論

集，（13〕：279297. 

H'.lNZA, E., KAGAMI, H. and NAsu, N. 1977 Neo-

gene geological history of the Tohoku 

Island are system. four. Oceaηograρh. 

Soc. 33(6) : 297 310. 

堀内一利 ・上野正治 ・小川勇二郎 1977 三浦半島佐

烏 ・荒，lii'J付近の地質構造について．地質学

会第84年講演要旨：108. 

池辺展＇：！三 1976 日本の新第三紀地史からみたフィリ

ピン海の地史．海洋科学，8(3〕：24-29.

〔3): 47 50. 今井功 1976 糸魚川 静岡線についての一考察

綿貫知彦 ・堺好雄・福島｜専久 ・宮田保 1976 仙 地質学会第83年諮演要旨：132.

石原 （箱根〕湿原のケイ藻殻分析箱根町 今永男 1976 箱根火山北麓地蔵堂の地質．神奈川

文化財研究紀要，〔7〕：22 31. 県NJ.研報 （自然科学〕，（9〕： 77-85.

横浜高校地学部 ・相沢昭三 1977 横浜高校周辺地域 今7k 91 1977 足柄山地矢倉岳北方畑沢の地質．神

の地層観察と化石採集．横浜高校研修ノー 奈川県｜引所報（自然科学〕，〔10): 37-42. 

ト，〔1): 1 14. 今永 if.I 1977 )L柄層群について（1〕 神縄逆断層

横沢元子 1977M S 三浦半島南部における沖積平 一．神奈川地学，6(5〕：5356. 

野 駒沢大文学部地理学教室卒論． 乾 ｜場子 1977 MS  相模湖周辺の地質．横浜国大
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教育学部地学教室卒論．

石原列三 1976 花閥岩形成史におけるフォアサ ・マ

クeナの意味．地質学会第83年講演要旨 ：15

16. 

岩首相義郎 1976 海洋からみたフォッサ ・マグナ 地

質学会第83年講演要旨： 1112目

梶佳子 1977MS  三浦 ・房総半島における火砕

岩の岩石学的研究．横浜国大教育学部地学

教室卒論．

垣見俊弘 1976 三浦半島中部の小断層系，と くに大

断層との関係について 新潟大理学部地鉱

liJF報，（4〕： 423-429.

蟹江康）＇t1976 三浦半島のおいたちー （第四紀参照〕

関東新生代構造研究グノレープ 1977 関東地方の新生

代末期における構造運動の特徴．（第四紀

参照〉

紺野義夫 1976 "Japan”から 10年一新第三紀 ・第四

紀の構造発達史の進歩．（第四紀参照）

河合正虎 1977 関東山地南部の藤野木愛川および

鶴川両構造線について目地質学会第84年講

演要旨 ：232.

木村勝弘 1976 南部フォッサ ・マグナの解釈．地質

学会第83年講演要旨 ：133.

木村政問 1976 南関東周辺の地質構造．海洋学講座

5，海洋地質 ：155-181.岩波書店ー

木村・政昭 ・湯浅真人 ・玉井義郎 ・蟹江康光 1976 三

浦半島で発見された漸新～中新世初期の枕

状溶岩．地調月報， 27(7): 451 461，ρls. 

8-10. 

北村 信 1976 北部 ・南部フォッサ ・マグナおよび

伊豆半島の備造上の特異性 海洋科学， 8

(9〕： 3034. 

小玉喜三郎 1976 関東地方の新生代末期の構造運

動 （第四紀参照〉

小玉喜三郎 ・三梨売 ・鈴木尉元 ・園田紘史 1976

コン ピューターで断層や摺曲をつく る〔第

四紀参照〉

小坂共栄 ・グリ ーンタフ造山末期団研連合 1976 ク

リーンタフ造山末期の構造運動地図研第

30回総会シンポシウム 「日本列島構造発達

史」資料集 ：157一181.

久津間文隆 1977 MS  いわゆる足柄層群について

東教大理学部地鉱教室卒論．

Ill］田 洋 ・松島義章 1977 富士山東麓の地形 ・地質
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と神縄断層．（第四紀参照〉

松田l時彦 1976 本州弧におけるフォッサ ・マグナ地

域の特異性．海洋平｜学，8(9): 24. 

松田時彦 1977 プレー トテク 卜ニクスからみた新第

三紀 ・第四紀の変動．（第四紀参照〉

見上敬三 1976 三保ダム付近の地質について．かな

がわの自然，（29〕： 78. 神奈川県自然保

護協会

三梨昂 1977 層厚変化によるl仕積層の区分単元と

その基盤運動藤岡一男教授退官記念論文

集 ：249260. 

三梨 昂 1977 層厚変化による取積層の形態と基盤

運動ー南関東を例として一地質学会第84

年講演要旨： 128. 

三梨昂 ・ほか22名 1976 特殊地質図20，東京湾と

その周辺地域の地質 〔第四紀参照〉

大森昌衛 1976 フォッサ・マグナの定義と地質学的

特性について海洋科学，8(9〕；41-46.

佐藤正 1976 中津川右横すべり断層 （新称〉．地

質雑，82(10): 617-623. 

島津光夫 ・ヒ村康夫 ・関根一昭 ・山田 守 1976 御

坂山地，古関ー高萩地域の地質および変成

作用．士山質学論集，（13〕： 313-327.

SUGIYAMA, A. 1976 On the origin of the crystal 

line schists in the Tanzawa Mountains’ 

central Japan geological studies on time 

and conditions of bedding schistosity. 

Dr. Thesis of Tokyo Univ. Education. 

杉山 明 1976 丹沢山地の地質構造発達史CI）一層

序および構造．地質雑＇ 82(11) : 699 712. 

杉山 明 ・丹沢団体研究グノレープ 1976 丹沢地域に

おけるグリーンタ フ造山運動一変成作用と

火成作用を中心とした構造発達史の復元．

地図Jiff第30回総会シンポジウム 「日本列島

構造発達史」資料集 ：145156. 

杉山 明 ・丹沢団体研究クソレープ 1977 丹沢山地に

おけるグリーンタフ 造山運動の地域的な

ちがいについて 地質学会第84年講演要旨

: 231. 

杉山隆二 1976 フォッサ ・マグナについて．海洋科

学，8(9〕： 14-20.

鈴木達郎 1977 雨部フォッサ ・マグナ地域の花樹岩

質岩に関する 凸ssiontrack年代地質学

会第84年講演要旨 ：233.



武井日見朔 1976 東西両日本の境界地域に関する研究

史 士山質学論集，〔13): 3 14. 

竹越 智・丹沢団体研究クツレープ 1976 丹沢山地南

西部地域の層序と構造．士山質学会第83年講

演要旨 ：126.

丹沢団体研究クソレープ 1976 丹沢山地のグリ ーンタ

フに関する研究（その3），南西部地域の

層序と構造地質学論集，（13〕：299311. 

丹沢団体研究クーループ 1977 丹沢山地のグリーンタ

フに関する研究〔その 4），丹沢山地にお

けるグリーンタフ造山運動の一般性と特殊

性地図研専報，（20〕： 177-191. 

氏家 宏 1976 南部フォッサ ・マグナにおける浮遊

性有孔虫層序とその地質学的意義海洋科

学，8〔9): 25 30. 

和田信彦 1976 雨部フォッサ ・－＜ 7..ナ地域における

グリーンタフの下限について 地質学会第

83年講演要旨： 185.

山田誠一・ 丹沢団体研究グノレープ 1977 丹沢山地南

部皆瀬川地域のj脅序と構造．地質学会第84

年講演要旨 ：109. 

山下昇 1976 対話 「フォッサ ・マグナ」．海洋科

学，8〔8): 7イ3

横浜高校地学部 ・相沢昭三 1977 横浜高校周辺地域

の地層観察と化石採集．（第四紀参照〉

吉田鎮男 ・木村敏雄 1976 関東山士山南部，鶴川断層の

破壊様式．地質学会第83年諮演要旨：145. 

付近表層堆積図，20万分の1 地質調査所．

有田正史 ・内田達夫 1976 相撲滅tの底質について．

地質学会第83年講演要旨；355.

池辺展生 1976 日本の新第三紀士山史からみたフ ィリ

ピン海の地史．（新第三紀参照〕

井上英二・本座栄一 ・中条純輸 ・小野寺公児 1976 

地質調査所の日本周辺海域の海洋地質調査

活動，昭和50年度前半の白嶺丸の調査航

海．地質ニュース，（258〕：14-28.

lNom-, E. edited 1976 Izu Ogasawara〔Bonin〕arc

and tr巴nchinvestigation. Cruise ReJうart,

(5) : 68ρ. Geo!. Surv. Jap:m. 

岩淵義郎・桂 忠彦 ・永野真男 ・桜井 操 1976 フ

オツサ・ マクナ地域の海底地質．海洋科学

8(8) : 45 52. 

海上保安庁水路部 1977 東伊豆沖 〔相模湾南西部〕

の海底地形 ・地質構造についてー速報一．

地震予知連絡会会報，〔18): 64 67. 

木村政昭 1976 海底地質図3，相撲灘及び付近海底

地質図，20万分のL 地質調査所

木村政昭 1976 南関東周辺の地質構造目（新第三紀

参照〉

黒田登美雄 ・有田正史 1976 相模灘の底質とその花

粉分析結果．地質学会第83年講演要旨：329.

三梨 売・ほか22名 1976 特殊地質図20，東京湾と

その周辺地域の地質，10万分の 1. （第四

紀参照〉

OTSUKA, K. 1976 Regional distribution of clay 

C. 先新第三紀 minerals in the sediments of Sagami 

厚木市教育研究所 1977 厚木の地形 ・地質． （第四 Bay, Japan. Rep. Fae. Shizuoka Univ., 

紀参照〉 (11) : 179 190. 

HILDE, T. W. C., UYEDA, S. and K110ENKE, L. 1977 大塚謙一 1977 相模湾底±fl~積物の粘土鉱物組成分布

Evolution of the western Paci五cand 地質学会第84年談演要旨.56. 

its margin.〔第四紀参照〉

西宮克彦 ・石田 高 1976 関東山地雨～西部の四万 E 古生物

十帯一秩父帯とフォッサ ・マグナの境界に HANA!, T., IKEYA, N., ISHIZAKJ, K., SEKJGUCHJ, Y. 

おける構造の諸相田地質学論集，（13): 33 and Y AJIMA, M. 1977 Ch巴cklistof 

42. Ostracoda from Japan :rnd its adjacent 

小川勇二郎・ 光 勉 ・堀内一利 1976 小仏層群の seas. Univ. Mus. Univ. Tokyo Bull., (12〕

地質構造（2）大桃造と層序 地質学会第83 : 1 119，戸＇ls.1-4. 

年講演要旨 ：129.

長谷川善和 ・蟹一江康光 1976 横須賀市内産のニホン

D 海洋地質 ムカシジカ角化石．横須賀市｜等研報 （自然

有国正史 ・木下泰正 1976 海洋地質図4，相模灘及 科学）， (23): 71-74, Pls. 6. 
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加藤泉 1977 本州南方沖より得られたコア試料を

に含まれる浮遊性有孔虫について．地質学

会第84年講演要旨 ：357.

黒田登美刻1・有田正史 1976 相模湖の底質とその花

粉分析結果 （海洋地質参照〉

町田 i洋・松島義章 1976 下末吉海進初期の古環境

に関する若干の資料 （第四紀参照〉

増田富士雄 1976 二枚貝 G!ycymerisの殻のストロ

ンチウム（Sr）含量について 地質雑， 82

(9〕.565 572. 

松浦正郎 ・大場達之 1976 仙石原湿原において発掘

された植物遺体について （第四紀参照〉

奥村清 1976 相模湾における貝類遺体のi川賞．神

奈川地学，神田茂先生追悼記念、号，48-52.

大森昌衛 ・福田芳生 1976 7 ガキの殻体に穿孔して

L、るモモガイの古生態について 千栄市谷

当町の上岩橋層上部に発達しているカキ礁
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